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ユーザユーザAPLAPL固有の固有のVPNVPN識別番号識別番号A,BA,Bを利用し、他のを利用し、他のLANLANやユーザとは完全隔離やユーザとは完全隔離
IPIPアドレスは他のアドレスは他のLANLANやユーザとは独立してユーザが任意設定可能やユーザとは独立してユーザが任意設定可能

JANISJANIS提供のインターネットアドレス体系を使い、他ユーザと混在提供のインターネットアドレス体系を使い、他ユーザと混在
必要に応じて必要に応じてIPIP--SECSEC機能付機能付VPNVPNルータを自前で設置する形態が多いルータを自前で設置する形態が多い
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①エッジルータにて、ポートごとにユーザ固有となるVPN識別MPLSヘッダを付加し、
②あて先エッジルータまでを、コアルータがパス用識別MPLSヘッダをもとに転送。
③あて先エッジルータにてMPLSヘッダを削除して、ユーザ別ポートにデータを渡す。
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拡張拡張VLANVLAN機能による機能による 広域イーサネットサービス広域イーサネットサービス(1)(1)

MACアドレス(DA)を見て転送

?? この広域ネットに接続する全ての機器のこの広域ネットに接続する全ての機器のMACMACアドレスを、通信事業者の各アドレスを、通信事業者の各SWSWががARPARPテーブルで管理テーブルで管理

?? ユーザ別のユーザ別のVLANVLAN運用をするために、エッジＳＷにて通信事業者がユーザ毎に運用をするために、エッジＳＷにて通信事業者がユーザ毎にVLANVLAN--IDIDを付加し、を付加し、
異なるユーザ間での通信を防御異なるユーザ間での通信を防御

?? 必要に応じて必要に応じてIPIP--SECSEC機能付機能付VPNVPNルータを自前で設置する場合もあるルータを自前で設置する場合もある
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目的のＤＡを収容するエッジSWまで、ＭＡＣアドレス管理のARPテーブルを参照して、コアSW間を転送する。
エッジSWにてVLAN-idを削除して、ユーザLANにデータを渡す。
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拡張拡張VLANVLAN機能による機能による 広域イーサネットサービス広域イーサネットサービス(2)(2)

MACアドレス(DA)を見て転送

?各ユーザは、自分のLANで802.1QによるTAG-VLAN運用をしたままで、拠点間通信が可能となる

?この広域ネットに接続する全ての機器のMACアドレスを、通信事業者の各SWがARPテーブルで管理

?ユーザ別のVLAN運用をするために、エッジＳＷにて通信事業者がユーザ毎のVLAN-IDを付加し、
異なるユーザ間での通信を防止
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ユーザによるTAG-VLAN運用のまま、更に、エッジSWにて、ポートごとにユーザ固有のVLAN-idを付加し、
目的のＤＡを収容するエッジSWまで、ＭＡＣアドレス管理のARPテーブルにて、コアSW間で転送する。
エッジSWにてVLAN-idを削除して、ユーザによるTAG-VLAN運用のまま、ユーザLANにデータを渡す。
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＜VLAN間通信＞


